
(57)【要約】

【課題】本発明は、排水溝の形状によりシンクの使用有

効面積をあまり小さくすることなく排水口の大きさを適

切に選択することができ、且つ、排水溝内において中央

部方向（排水口方向）への排水の流れが排水溝の形状に

より生じる水位の差によりスムースにおこなえるシンク

の構造を提供することをその課題とするものである。

【解決手段】シンク１の底部２が手前側より奥側７にむ

かって奥壁面８に至る下方へ傾斜する傾斜面９を有し、

該傾斜面９には奥壁面８基部に沿い中央部に向かう徐々

に底部の拡開した排水溝３を形成すると共に排水溝３の

拡開部４に凹陥部１０を形成し、凹陥部１０に排水口５

を形成してなることを特徴とするものである。

【選択図】図１

JP 2007-247351 A 2007.9.27



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 シ ン ク 底 部 が 手 前 側 よ り 奥 側 に む か っ て 奥 壁 面 に 至 る 下 方 へ 傾 斜 す る 傾 斜 面 を 有 し 、 該
傾 斜 面 に は 奥 壁 面 基 部 に 沿 い 中 央 部 に 向 か う 徐 々 に 底 部 の 拡 開 し た 排 水 溝 を 形 成 す る と 共
に 排 水 溝 の 拡 開 部 に 凹 陥 部 を 形 成 し 、 凹 陥 部 に 排 水 口 を 形 成 し て な る シ ン ク の 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 シ ン ク 底 部 が 手 前 側 よ り 奥 側 に む か っ て 奥 壁 面 に 至 る 下 方 へ 傾 斜 す る 傾 斜 面
を 有 し 、 該 傾 斜 面 に は 奥 壁 面 基 部 に 沿 い 中 央 部 に 向 か う 徐 々 に 底 部 の 拡 開 し た 排 水 溝 を 形
成 す る と 共 に 排 水 溝 の 拡 開 部 に 凹 陥 部 を 形 成 し 、 凹 陥 部 に 排 水 口 を 形 成 し て な る シ ン ク の
構 造 に 関 す る も の で 、 排 水 が 効 率 よ く 行 わ れ る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 シ ン ク 底 部 が 手 前 側 よ り 奥 側 に む か っ て 奥 壁 面 に 至 る 下 方 へ 傾 斜 す る 傾 斜 面
を 有 す る シ ン ク の 構 造 は 知 ら れ て お り 、 更 に 、 シ ン ク 底 部 周 縁 に 排 水 溝 を 形 成 し た シ ン ク
の 構 造 も 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。 こ の 従 来 の シ ン ク の 構 造 は 、 シ ン ク を 使 用 し た 際
に 生 じ る 水 を シ ン ク 底 部 か ら 周 縁 の 排 水 溝 に 流 下 さ せ 、 シ ン ク を 継 続 し て 快 適 に 使 用 で き
る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 従 来 の シ ン ク の 構 造 で は シ ン ク 底 部 周 縁 に 排 水 溝 を 形 成 し 、 排 水 溝
に 排 水 口 を 形 成 し た だ け で あ る た め に 、 瞬 間 的 に 排 水 量 が 多 く な っ た と き 排 水 溝 の 水 位 が
高 く な っ て 排 水 口 が 水 没 し た 状 態 に な り 排 水 効 率 が 悪 化 し さ ら に 排 水 溝 の 水 位 が 高 く な る
悪 循 環 に 陥 る こ と が あ り 、 シ ン ク 底 部 の 水 が 排 水 さ れ な い こ と が あ っ た 。 ま た 、 こ の 問 題
点 を 解 決 す る た め に 排 水 溝 の 幅 を 広 く す る こ と が 考 え ら れ る が 、 排 水 溝 の 幅 を 広 く す る と
シ ン ク 底 部 の 使 用 有 効 面 積 が 狭 く な る 欠 点 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ５ ３ － ９ ６ ４ ５ ６ 号 公 報 、 （ 図 １ 、 図 ３ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 従 来 の シ ン ク の 構 造 で は 、 シ ン ク の 大 き さ か ら 必 要 と さ れ る 排 水 溝 の 大 き さ と 排 水
溝 に 設 け る 排 水 口 の 大 き さ に 対 す る 検 討 が 十 分 な さ れ た も の で な く 、 又 シ ン ク で 使 用 さ れ
る 水 の 量 の 多 少 に 対 す る 検 討 も 十 分 で な い も の で あ っ た 。 本 発 明 は シ ン ク の 使 用 有 効 面 積
を あ ま り 小 さ く す る こ と な く 排 水 口 の 大 き さ を 大 き く す る こ と が で き 、 且 つ 、 排 水 が ス ム
ー ス に お こ な え る シ ン ク の 構 造 を 提 供 す る こ と を そ の 課 題 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る シ ン ク の 構 造 は 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 如 く 、
シ ン ク 底 部 が 手 前 側 よ り 奥 側 に む か っ て 奥 壁 面 に 至 る 下 方 へ 傾 斜 す る 傾 斜 面 を 有 し 、 該 傾
斜 面 に は 奥 壁 面 基 部 に 沿 い 中 央 部 に 向 か う 徐 々 に 底 部 の 拡 開 し た 排 水 溝 を 形 成 す る と 共 に
排 水 溝 の 拡 開 部 に 凹 陥 部 を 形 成 し 、 凹 陥 部 に 排 水 口 を 形 成 し て な る こ と を 特 徴 と す る も の
で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の シ ン ク の 構 造 は 、 シ ン ク 底 部 が 手 前 側 よ り 奥 側 に む か っ て 奥 壁 面 に 至
る 下 方 へ 傾 斜 す る 傾 斜 面 を 有 し 、 該 傾 斜 面 に は 奥 壁 面 基 部 に 沿 い 中 央 部 に 向 か う 徐 々 に 底
部 の 拡 開 し た 排 水 溝 を 形 成 す る と 共 に 排 水 溝 の 拡 開 部 に 凹 陥 部 を 形 成 し 、 凹 陥 部 に 排 水 口
を 形 成 し て な る た め に 、 排 水 溝 の 拡 開 部 は 広 く さ れ て い る た め に 排 水 口 は シ ン ク の 大 き さ
に 適 し た 大 き さ の 排 水 口 を 設 置 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 又 、 排 水 溝 は 奥 壁 面 基 部 に 沿 い 中 央 部 に 向 か う 徐 々 に 底 部 の 拡 開 し た 形 状 で あ る た め に
、 排 水 溝 の 水 は 中 央 部 方 向 （ 排 水 口 方 向 ） に 流 れ や す い も の で あ る 。 即 ち 、 排 水 溝 は 幅 が
狭 い 部 分 で は 幅 が 広 い 部 分 に 比 べ 同 じ 水 量 で も 水 位 が 高 く な り 、 こ の た め に 水 位 が 高 い 方
か ら 水 位 が 低 い 方 へ 水 が 流 れ 、 特 に 勾 配 を 形 成 す る こ と な く 水 は 拡 開 部 へ 流 れ る 。 拡 開 部
へ 流 れ た 水 は 水 位 を 下 げ 排 水 口 周 囲 よ り 排 水 口 内 へ 流 れ 込 む た め に 、 水 位 が 高 い 状 態 で も
排 水 口 が 水 没 状 態 に な る 恐 れ が 少 な く 排 水 が ス ム ー ス に 行 わ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 、 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 に お
け る シ ン ク を 示 す 平 面 図 、 図 ２ は 図 １ に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 、 図 ３ は 図 １ に お け る Ｂ － Ｂ
断 面 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 １ は シ ン ク 、 ２ は 底 部 、 ３ は 排 水 溝 、 ４ は 拡 開 部 、 ５ は 排
水 口 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 シ ン ク １ は カ ラ ン （ 図 示 せ ず ） が 設 置 さ れ 、 食 器 を 洗 っ た り 、 野 菜 を 洗 っ た り す る 洗 い
場 で あ る 。 底 部 ２ は 手 前 側 ６ よ り 奥 側 ７ に 向 か っ て 奥 壁 面 ８ に 至 る 下 方 へ 傾 斜 す る 傾 斜 面
９ を 有 し て い る 。 こ の 傾 斜 面 ９ は シ ン ク １ を 使 用 し た 際 に 生 じ た 水 を 奥 壁 面 ８ 方 向 に 流 下
さ せ る も の で 、 こ の 傾 斜 面 ９ に は 奥 壁 面 ８ 基 部 に 沿 っ て 中 央 部 に 向 か う 徐 々 に 底 部 の 拡 開
し た 排 水 溝 ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ に 示 す 如 く 、 拡 開 部 ４ は 奥 壁 面 ８ 基 部 に 沿 っ て 中 央 部 に 向 か う 徐 々 に 底 部 の 拡 開 し
た 排 水 溝 ３ の 最 大 に 拡 開 し た 部 分 を 示 す も の で 、 中 央 部 に 位 置 す る も の で あ る 。 こ の 拡 開
部 ４ に は 凹 陥 部 １ ０ が 形 成 さ れ 、 凹 陥 部 １ ０ に は 排 水 口 ５ が 形 成 さ れ て い る 。 排 水 溝 ３ は
奥 壁 面 ８ 基 部 に 沿 っ て 形 成 さ れ て お り 、 両 側 壁 １ １ ， １ １ 側 か ら 中 央 部 に 向 か う 徐 々 に 底
部 の 拡 開 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ３ は 側 壁 １ １ に 近 い 部 分 の 排 水 溝 ３ を 示 し て い る 。 シ ン ク １ を 使 用 し た 際 の 水 の 流 れ
を 説 明 す る と 、 使 用 に よ り 生 じ た 水 は 底 部 ２ の 傾 斜 面 ９ に よ り 奥 壁 面 ８ 方 向 に 流 下 し 排 水
溝 ３ に 入 る 。 排 水 溝 ３ は 両 側 壁 １ １ ， １ １ に 近 い 部 分 で は 溝 幅 が 狭 い た め 水 量 が 少 な く て
も 水 位 は す ぐ に 上 昇 し 、 中 央 部 に 近 い 所 で は 排 水 溝 ３ の 溝 幅 が 拡 開 し て 広 い た め 水 位 の 上
昇 は 小 さ く 、 両 側 壁 １ １ ， １ １ に 近 い 部 分 と 中 央 部 に 近 い 所 と の 間 で は 水 位 差 が 生 じ 、 特
に 勾 配 を 大 き く す る こ と な く 水 は 排 水 溝 ３ 内 を 中 央 部 方 向 へ 流 れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 排 水 溝 ３ の 拡 開 部 ４ に は 凹 陥 部 １ ０ が 形 成 さ れ 、 凹 陥 部 １ ０ に は 排 水 口 ５ が 形 成 さ れ て
い る た め 、 水 は 周 囲 よ り 排 水 口 ５ に 流 下 す る 。 排 水 口 ５ は 拡 開 部 ４ に 設 け ら れ る た め に 適
切 な 大 き さ （ 排 水 量 ） を 選 択 す る こ と が で き る 。 尚 、 排 水 口 ５ の ゴ ミ よ け 蓋 は 凹 陥 部 １ ０
の 段 部 に 係 止 す れ ば 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る シ ン ク の 構 造 の 平 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 実 施 例 の Ａ － Ａ 断 面 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の 実 施 例 の Ｂ － Ｂ 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
１ 　 　 　 　 　 　 シ ン ク
２ 　 　 　 　 　 　 底 部
３ 　 　 　 　 　 　 排 水 溝
４ 　 　 　 　 　 　 拡 開 部
５ 　 　 　 　 　 　 排 水 口
６ 　 　 　 　 　 　 手 前 側
７ 　 　 　 　 　 　 奥 側
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８ 　 　 　 　 　 　 奥 壁 面
９ 　 　 　 　 　 　 傾 斜 面
１ ０ 　 　 　 　 　 凹 陥 部
１ １ 　 　 　 　 　 側 壁

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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